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矯正施設のしおり
●刑務所  ●拘置所  ●少年院  ●少年鑑別所

の仕組みと役割

令和5年度

矯正施設を支えるマンパワー
　弁護士、医師、地方公共団体の職員、地域住民などの
方々に協力いただいています。

矯正施設を支える地域のチカラ

篤志面接委員

篤志面接委員は、刑事施設や少年院に収容されている人たちの立ち直りを支援していただく、法
務省から委嘱された民間のボランティアです。面接指導として、家庭、就職、帰住先、法律などでの悩
みに対する助言・相談を行ったり、俳句、絵画、音楽等の教養を高める指導を行います。

教誨師

教誨師は、矯正施設に収容されている人たちに対して宗教教誨を行う民間の篤志宗教家です。受
刑者等からの希望に応じて、個人教誨や集団教誨を行い、信教の自由を保障しつつ、精神的安定を図
り、改善更生と社会復帰に寄与しています。

視察委員会

刑事施設視察委員会は、人格識見が高く、かつ刑事施設の運営の改善向上に熱意を有する方の中から法務大臣が任命
する１０人以内の委員で組織されています。

少年院視察委員会及び少年鑑別所視察委員会は人格が高潔であって、少年の健全な育成に関する見識を有し、かつ、少年
院又は少年鑑別所の運営の改善向上に熱意を有する方のうちから法務大臣が任命する７人以内の委員で組織されています。

改善更生を支える非常勤職員

①　部外教科指導員（教員免許を有する方）
　　教科の指導
②　処遇カウンセラー（臨床心理士の資格を有するなど心理学に係る専門性を有する方）
　　薬物依存離脱指導等のグループワーク指導、カウンセリング
③　就労支援スタッフ（キャリア・コンサルティング技能士等の資格を有する方）

キャリアコンサルティング、ハローワークとの調整
④　精神保健福祉士・社会福祉士
　　出所後、福祉や医療による支援が必要な者に対する、相談・助言や関係機関との調整
⑤　介護専門スタッフ（介護福祉士等）

その他にも、多くの方々や団体に少年・受刑者の更生のためにご協力をいただいています。

施設とともに



犯罪の発生

管区長

第一部

総務課 更生支援企画課職員課

成人矯正第一課 成人矯正第二課 成人矯正調整官

少年矯正第一課 少年矯正第二課

矯正医事課 管区調査官

管区監査官

矯正就労支援情報センター室

第三部

第二部

◆ 刑務所、少年刑務所、拘置所、少年院、少年鑑別所及び婦人補導院を総称して、「矯正施設」と
呼んでいます。
◆ 法律上、刑務所、少年刑務所及び拘置所は「刑事施設」と規定されています。

　広島矯正管区は、法務省矯正局の事務を分担して受け持つ、いわゆる地方支分部局とし
て、中国地方（鳥取県、島根県、岡山県、広島県及び山口県）に所在する矯正施設（刑務所、
拘置所、少年院及び少年鑑別所）を管轄し、これら施設の適正な管理運営を図るための指
導・監督を行います。

矯正の機構
機構図

機構図

広島矯正管区の役割
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　刑事施設や少年院、少年鑑別所の位置付けを理解していただくために、犯罪発生後の一般的な流れを簡略化した図です。

犯罪を犯した人の社会復帰までの流れ
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薬物依存離脱指導 暴力団離脱指導

交通安全指導 被害者の視点を取り入れた教育

性犯罪再犯防止指導 就労支援指導

　刑事施設では、受刑者の改善更生の意欲を高めるとともに、社会生活に適応する力を育てていく働き掛けを行います。

刑事施設

釈放後の生活について必要な指導・援助を行います。

◆ 就労支援： 刑事施設在所中からハローワークの職業相談、職業紹介等が受けられます。
　（管内の就労支援強化施設：松江刑務所、美祢社会復帰促進センター、広島刑務所）

◆ 特別調整： 高齢者等、自立が困難で引受人もいない者に対して、地域生活定着支援センター等の
協力を得て刑事施設在所中に、福祉的支援が受けられるよう手続を進める制度があります。

本人の抱える問題性を改善するためのプログラムとして、６つの特別改善指導があります。

◆ 懲役刑としての作業を行うことが義務付けられています。作業は懲役刑として実施するのみならず
勤労意欲の向上や社会生活に順応させることを目的としています。
◆ 社会復帰後の就労に役立つ資格が取得できるよう職業訓練を実施しています。

所内の規則や生活要領の説明、生活意欲を高めるための講話、自分に与えられた改善更生のための
目標・教育内容の説明等を行い、受刑生活への円滑な導入を図ります。

　面接、検査等の方法により、精神状況、生育歴、職業・教育の適性等について調査を行い、調査の結果
を踏まえ、受刑者一人一人に改善更生のための目標・処遇内容・方法を定めます。

処遇要領の作成まで

刑執行開始時の指導

改善指導

作　業

教科指導

受刑者の社会復帰を図るための制度

釈放前指導

3 4

義務教育未修了者等に対して、学力を身に付けさせる指導を行います。
◆ 高等学校卒業程度認定試験：刑務所内で受験できます。

社会復帰を支援する各種制度
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広島矯正管区管内の刑事施設

広島矯正管区管内刑事施設の横顔
単位：庁

※拘置支所については、記載を省略した。

名称

No 施設名

鳥取刑務所

松江刑務所

島根あさひ社会復帰促進センター

岡山刑務所

広島刑務所

山口刑務所

岩国刑務所

美祢社会復帰促進センター

広島拘置所

広島刑務所　尾道刑務支所

651人

1,153人

2,000人

968人

1,476人

547人

357人

1,300人

395人

365人

犯罪傾向が進んでいる男子受刑者を収容

犯罪傾向が進んでいる男子受刑者を収容

女子受刑者を収容

　主に集団生活に順応でき、犯罪傾向が進んでない男子受刑者及び
女子受刑者を収容

主に未決拘禁者や死刑確定者を収容

◆ 主に集団生活に順応でき、犯罪傾向が進んでいない男子受刑者を収容
◆ 精神障害等のため社会適応訓練を必要とするか、又は、身体障害等の
ため養護的処遇を必要とする男子受刑者を収容

　執行すべき刑期が１０年以上であり、犯罪傾向が進んでいない男子受
刑者を収容（無期懲役受刑者も収容）

◆　犯罪傾向が進んでいない男子受刑者を収容
◆　管内で唯一、全国の刑事施設に収容されている男子受刑者を
　集めて職業訓練を実施

◆　主に犯罪傾向が進んでいない男子受刑者を収容
◆　禁錮受刑者や高齢のため医療上の配慮を必要とする男子受刑者
　を収容

◆　犯罪傾向が進んでいる男子受刑者を収容
◆　医療措置を重点的に施す必要のある受刑者を収容
◆　管内で唯一、日本人と異なる処遇を必要とする男子外国人を収容

収容定員 収容対象等

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

全国 管内
刑務所
少年刑務所
拘置所
刑務支所
拘置支所

合計

61
6
8
8

97
180

8
0
1
1
8

18

（うち女子800人）

●⑩尾道刑務支所

●下関拘置支所 ●周南拘置支所
●宇部拘置支所

●⑥山口刑務所

●⑨広島拘置所

●②松江刑務所 ●①鳥取刑務所

●④岡山刑務所

●③島根あさひ社会復帰促進センター

●⑤広島刑務所

●⑦岩国刑務所

●⑧美祢社会復帰促進センター ●呉拘置支所

●三次拘置支所

●福山拘置支所

●津山拘置支所

●米子拘置支所

● 刑務所・拘置所（9庁）
● 刑務支所・拘置支所（9庁）
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６０

6
8
8

９４

１７６

8
0
1
1
8

18

（うち女子800人）

●⑩尾道刑務支所

●周南拘置支所●下関拘置支所
●宇部拘置支所
（令和５年３月３１日　収容業務停止）

●⑥山口刑務所

●⑨広島拘置所

●②松江刑務所 ●①鳥取刑務所

●④岡山刑務所

●③島根あさひ社会復帰促進センター

●⑤広島刑務所

●⑦岩国刑務所

●⑧美祢社会復帰促進センター ●呉拘置支所

●三次拘置支所

●福山拘置支所

●津山拘置支所

●米子拘置支所

● 刑務所・拘置所（9庁）
● 刑務支所・拘置支所（9庁）



岡山刑務所
飾り棚

尾道刑務支所
女性用下駄

広島刑務所
おにぎりポーチ（シングル）

鳥取刑務所
帆布トートバッグ

松江刑務所
大八式バーベキューグリル

山口刑務所
アサガオボウル（萩焼）

岩国刑務所
ロックグラス

◆ 島根あさひ社会復帰促進センター・美祢社会復帰促進センターは、民間の資金を活用し、国と民間が協働で運営するＰＦＩ
手法（Private Finance Initiative）を用いた刑務所です。

◆ 民間の持つノウハウと発想により、ハイテク機器の導入、教育プログラム、職業訓練の充実化が図られました。

　各施設で製作している自慢の作業製品です。施設の売店、刑務所作業製品等の展示・販売を行う「矯正展」の会場でお求
めできます。※製品によっては、品切れの場合もありますので、その際はご容赦願います。

5 6

　山口刑務所は、全国に７つある総合訓練施設の一つです。全国の
刑事施設から適格者を選定し、専門的な職業訓練を実施して出所
後の就労に必要となる知識や技能、資格等を習得させています。

◆ 性犯罪再犯防止指導は、認知
行動療法に基づき、グループワ
ークの手法を用い、自己の問題
性を認識させ、望ましい対人関
係や感情統制を理解させるなど
して再犯防止を目指すもので、
広島刑務所、山口刑務所で実施
しています。

総合訓練施設（山口刑務所）

性犯罪再犯防止プログラム
（広島刑務所・山口刑務所）

特色ある作業

特色ある改善指導プログラム

◆ 地域の医療、福祉、介護等に
係る外部専門家の支援を得て
女子被収容者処遇の充実を図
るもので、例えば、看護師や介
護福祉士に、女性特有の心身
の変化などを踏まえた健康管
理上の相談や助言などを行っ
てもらっています。

女子施設地域連携事業
（岩国刑務所）

特色ある事業

PFI刑務所（官民協働の刑務所）

作業製品自慢の一品

　有井作業場では、民間企業の協力により、作業場内に
ある寮に受刑者を泊まり込ませ、従業員と一緒に造船関
係の作業を行っています。

泊込み作業（有井作業場（尾道刑務支所））

自動物品購入システム 盲導犬育成 パン職人養成訓練

矯正施設の医療（広島刑務所）

CT

歯科治療室 介護用入浴リフト

リハビリ室

山口刑務所
公式ロゴマーク

ふぐ

松江刑務所
公式ロゴマーク
しじみ官

広島刑務所マスコットキャラクター
ひろくん　　　　　けいちゃん

人工透析装置

調剤所

救急車

　矯正施設で行われている医療は，その対象が被収容者であること以外に，基本的に一般社会の医療と異なることはな
く，一般の医療機関と同様に，医師，看護師，薬剤師などの医療スタッフが勤務しているほか，各種医療機器が備えられて
おり，社会一般の保健衛生や医療の水準に照らし，適切な治療等を行っています。



岡山刑務所
飾り棚

尾道刑務支所
女性用下駄

広島刑務所
おにぎりポーチ（シングル）

鳥取刑務所
帆布トートバッグ

松江刑務所
大八式バーベキューグリル

山口刑務所
アサガオボウル（萩焼）

岩国刑務所
ロックグラス

◆ 島根あさひ社会復帰促進センター・美祢社会復帰促進センターは、民間の資金を活用し、国と民間が協働で運営するＰＦＩ
手法（Private Finance Initiative）を用いた刑務所です。

◆　民間の持つノウハウと発想により、ハイテク機器の導入、教育プログラム、職業訓練の充実化が図られました。

　各施設で製作している自慢の作業製品です。施設の売店、刑務所作業製品等の展示・販売を行う「矯正展」の会場でお求
めできます。※製品によっては、品切れの場合もありますので、その際はご容赦願います。

5 6

　山口刑務所は、全国に７つある総合訓練施設の一つです。全国の
刑事施設から適格者を選定し、専門的な職業訓練を実施して出所
後の就労に必要となる知識や技能、資格等を習得させています。

◆ 性犯罪再犯防止指導は、認知
行動療法に基づき、グループワ
ークの手法を用い、自己の問題
性を認識させ、望ましい対人関
係や感情統制を理解させるなど
して再犯防止を目指すもので、
広島刑務所、山口刑務所で実施
しています。

総合訓練施設（山口刑務所）

性犯罪再犯防止プログラム
（広島刑務所・山口刑務所）

特色ある作業

特色ある改善指導プログラム

◆　地域の医療、福祉、介護等に
係る外部専門家の支援を得て
女子被収容者処遇の充実を図
るもので、例えば、看護師や介
護福祉士に、女性特有の心身
の変化などを踏まえた健康管
理上の相談や助言などを行っ
てもらっています。

女子施設地域連携事業
（岩国刑務所）

特色ある事業

PFI刑務所（官民協働の刑務所）

作業製品自慢の一品

有井作業場では、民間企業の協力により、作業場内に
ある寮に受刑者を泊まり込ませ、従業員と一緒に造船関
係の作業を行っています。

泊込み作業（有井作業場（尾道刑務支所））

自動物品購入システム 盲導犬育成 パン職人養成訓練

矯正施設の医療（広島刑務所）

CT

歯科治療室 介護用入浴リフト

リハビリ室

山口刑務所
公式ロゴマーク

ふぐ

松江刑務所
公式ロゴマーク
しじみ官

広島刑務所マスコットキャラクター
ひろくん　　　　　けいちゃん

人工透析装置

調剤所

救急車

　矯正施設で行われている医療は，その対象が被収容者であること以外に，基本的に一般社会の医療と異なることはな
く，一般の医療機関と同様に，医師，看護師，薬剤師などの医療スタッフが勤務しているほか，各種医療機器が備えられて
おり，社会一般の保健衛生や医療の水準に照らし，適切な治療等を行っています。



一の会社
員 へ

　面接や少年鑑別所からの綿密な情報等により、精神状況、生育歴、職業・教育適性・志向等について
把握して、在院者一人一人に改善更生のための教育計画（個人別矯正教育計画）を作ります。　　

教育計画の作成

社会復帰支援

保護者や関係機関との協力

矯正教育

　出院した後でも、進路や交友関係などについて悩みがあるときには、出院者自身やその保護者等から
の相談に応じています。

出院者等からの相談

非行性が進んでいたり、発達上の課題等を抱えていたりする少年に、専門的な教育を行っています。

気持ちを安定させるため、カウ
ンセリング等も行っています。

　出院後、すぐに仕事に就いて働
くことができるように支援をしてい
ます！

自分の非行と向き合い、被害者
の気持ちを理解させる様々な指導
をしています。

　　広島矯正管区管内には、男子少年院が2施設
　女子少年院（分院）が１施設あります。

　少年院では、在院者に対し、再び非行に走らず社会の一員として役割が果たせるように、健全な心身を育て、社会生活に
適応できる力を身に付けさせるための働き掛けを行います。

少年院 広島矯正管区管内の少年院

保護者との協力

矯正教育

社会復帰支援
入

　院

教
育
計
画入

院
時
調
査

出

　院

出
院
者
等
か
ら
の
相
談

生活
指導

職業
指導

教科
指導

体育
指導

特別活動
指導

就労支援 修学支援 医療・福祉
機関との連携

7 8

❶岡山少年院（岡山県）

主に、義務教育課程を履修することや、就労に必要な技術・資格を持つことが必要な少年に対して、教育を行っています。

　義務教育の内容や社会で必要と
される勉強を教えています。

　仕事に必要な知識・技能を教え
ています。

　保護者にも協力いただき、少年
の立ち直りを一緒に支えています！

❷広島少年院（広島県）

管内唯一の女子少年院として、個々の少女の特性に応じた教育を行っています。

マインドフルネスを始め、多様な
プログラムを実施し、コミュニケー
ション能力も高めています！

　スポーツを通じて、健康な心と
身体を取り戻し、健全な社会生活
を送れるようにしています。

　食育指導や補習学習を行い、基
本的生活スキルを高めています!

❸広島少年院貴船原少女苑 (広島県 )

少
年
・
少
女
の
特
性
や
課
題
に
対
応
し
た
教
育

2

3

1

◆ 生活指導：　社会の一員としての基礎となる知識・習慣・生活態度を習得させる指導を行います。
また、薬物や性加害、暴力など個々の問題に応じた指導も行います。

◆ 職業指導：　勤労意欲を養い、職業人として必要な知識・態度・技能を身に付けさせる指導を行
います。

◆ 教科指導：　義務教育未修了者等に対しては、学校の教育課程に準ずる教育を行います。また、同
修了者であっても、必要と認められる場合は、教科指導を行います。さらに、少年院内で
高等学校卒業程度認定試験を受験する機会があります。

◆ 体育指導：　自立した生活を営む心身の土台作りとして、体育指導を行います。
◆ 特別活動指導：　情操を豊かにし、自分を律したり人と力を合せたりすることの大切さを学ばせる指導

を行います。代表的なものとして、野外活動や社会貢献活動などがあります。

◆ 就労支援：　少年院在院中からハローワークの職業相談、職業紹介等が受けられます。
◆ 修学支援：　高等学校、専修学校、大学その他の学校への復学や転入学に必要な情報の提供や受

験機会、学校への受入れに必要な調整などの支援を受けられます。
◆ 医療・福祉機関との連携： 障がい（精神、身体など）があり、かつ適当な帰住地のない者に対し

て、地域生活定着支援センター等の協力を得て、少年院にいる間に、出
院後の福祉的支援が受けられるよう手続を進めてもらえます。

　在院者本人に対する指導だけではなく、保護者にも働き掛け、処遇に関する理解と協力を得るよう努
めています。また、在院者の中には更生保護施設に帰る者もいますので、スムーズに社会生活につなげ
られるよう、保護観察所を始め関係機関と連携して支援を行っています。
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Q

全国共通相談ダイヤル（最寄りの法務少年支援センターにつながります。：0570－085－085）
❶鳥取少年鑑別支所（鳥取法務少年支援センター：０８５７－２３－４４４３）
❷松江少年鑑別所（島根法務少年支援センター：０８５２－２３－３９４４）
❸岡山少年鑑別所（おかやま法務少年支援センター：０８６－２８１－１１１２）
❹広島少年鑑別所（広島法務少年支援センター：０８２－５４３－５７７５）
❺山口少年鑑別所（法務少年支援センター山口：０８３－９２２－６７０１）

面　接

保護観察所等との協力

心理検査 行動観察

判
定
会
議

入

　所

観護措置による収容期間：　おおむね４週間ですが、特に必要があるときは、家庭裁判所の決定によって期間が延長
されることがあります（最長８週間）。

行動観察：　在所中の日常での生活場面を観察する通常の行動観察と、作文や絵画の作成など、意図的に場面を設け
て行動を観察する意図的行動観察があります。

広島矯正管区管内の少年鑑別所（法務少年支援センター）
各県の県庁所在地ごとに５施設の少年鑑別所（法務少年支援センター）があります。

まずはお電話を！

少年鑑別所は法務少年支援センターとして、非行を中心に、青少年の問題を取り扱っていることを活かし、非行及び犯
罪の防止、青少年の健全育成のために、地域の中でいろいろな活動を行っています !

地域に根ざした少年鑑別所

3 4

　少年鑑別所は、①家庭裁判所等の求めによる鑑別（非行の原因を明らかにし、立ち直りのために必要な処遇
の指針を立てること）、②家庭裁判所により観護の措置を執られて収容された者等に対する観護処遇、③地域
の非行・犯罪の防止のための援助を行います。

少年鑑別所

行動観察 行動観察

外部資料の収集 外部資料の収集
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精神医学的
検査・診察

　少年の健全な育成に資するため、自主性を尊重しつつ、
学習、文化活動等の機会を設けています。

保護観察

検察官送致

児童相談
所長送致

児童自立
支援施設等

少年院

身体検査・
健康診断等

必要な場合

必要な場合

鑑別の各種方法

管内施設の特色ある健全な育成のための支援

高齢者疑似体験 読み聞かせ 助産師による
性教育講話

折り鶴（平和学習） キャリアカウンセリ
ング（就労支援面接）

　少年院や保護観察所、児童自立支援施設等での、少年に対する指導への助言等を
行っています。

　学校・教育関係機関、児童福祉機関等
における会議等にも参加しています。

　青少年の問題を扱う様々なところ（機関）が互いに協力し合い、少年の立ち直りを
支えています。

ノウハウの共有

　児童・生徒向けの、分かりやすい教材
もご用意しています。

　講演や研修会等の講師として、積極的
に職員を派遣しています。

見学できます！少年鑑別所のことをお伝え
しているので、是非問い合わせてください。

　少年鑑別所の業務・役割、非行・青少年の問題、少年事件の手続の流れなど、
様々な内容について、出前授業や研修、講演を行っています。
※また、地域を始め様々な方に、少年鑑別所の中を見学いただいています。

相談・助言

相談専用電話

本人だけでなく、家族や学校の先生からの相談にも応じています。また、
心理検査や適性検査等を行っています。一人で悩まず、まずはお電話で、
お気軽にご相談ください。

　矯正展や参観（見学）などで、簡単な
心理（性格）検査の体験ができます。
　自分の性格を知ってみませんか？

　夜遊びや喫煙等の不良行為や非行の問題、家庭のしつけでの悩み、職場・学校など
でのトラブル、友人との関係など、様々な相談に応じます。

鑑別の流れ

　これまでの生活や非行の動機等に
ついて話し合い、非行の背景や少年
の心情・考え方の特徴を理解します。

　知能検査・性格検査等を実施し、
少年の内面特徴を明らかにします。
　知能検査・性格検査等を実施し、
少年の内面特徴を明らかにします。

　普段の生活ぶりや課題の取組方
などを観察し、意欲・生活態度・対人
関係の持ち方などをとらえます。

　普段の生活ぶりや課題の取組方
などを観察し、意欲・生活態度・対人
関係の持ち方などをとらえます。
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全国共通相談ダイヤル（最寄りの法務少年支援センターにつながります。：0570－085－085）
❶鳥取少年鑑別支所（鳥取法務少年支援センター：０８５７－２３－４４４３）
❷松江少年鑑別所（島根法務少年支援センター：０８５２－２３－３９４４）
❸岡山少年鑑別所（おかやま法務少年支援センター：０８６－２８１－１１１２）
❹広島少年鑑別所（広島法務少年支援センター：０８２－５４３－５７７５）
❺山口少年鑑別所（法務少年支援センター山口：０８３－９２２－６７０１）

面　接

保護観察所等との協力

心理検査 行動観察

判
定
会
議

入

所

観護措置による収容期間： おおむね４週間ですが、特に必要があるときは、家庭裁判所の決定によって期間が延長
されることがあります（最長８週間）。

行動観察：　在所中の日常での生活場面を観察する通常の行動観察と、作文や絵画の作成など、意図的に場面を設け
て行動を観察する意図的行動観察があります。

広島矯正管区管内の少年鑑別所（法務少年支援センター）
各県の県庁所在地ごとに５施設の少年鑑別所（法務少年支援センター）があります。

まずはお電話を！

　少年鑑別所は法務少年支援センターとして、非行を中心に、青少年の問題を取り扱っていることを活かし、非行及び犯
罪の防止、青少年の健全育成のために、地域の中でいろいろな活動を行っています !

地域に根ざした少年鑑別所

3 4

　少年鑑別所は、①家庭裁判所等の求めによる鑑別（非行の原因を明らかにし、立ち直りのために必要な処遇
の指針を立てること）、②家庭裁判所により観護の措置を執られて収容された者等に対する観護処遇、③地域
の非行・犯罪の防止のための援助を行います。

少年鑑別所

行動観察 行動観察

外部資料の収集 外部資料の収集
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精神医学的
検査・診察

　少年の健全な育成に資するため、自主性を尊重しつつ、
学習、文化活動等の機会を設けています。

保護観察

その他

児童相談所

児童自立
支援施設

少年院

身体検査・
健康診断等

必要な場合

必要な場合

鑑別の各種方法

管内施設の特色ある健全な育成のための支援

高齢者疑似体験 読み聞かせ 助産師による
性教育講話

折り鶴（平和学習） キャリアカウンセリ
ング（就労支援面接）

　少年院や保護観察所、児童自立支援施設等での、少年に対する指導への助言等を
行っています。

　学校・教育関係機関、児童福祉機関等
における会議等にも参加しています。

　青少年の問題を扱う様々なところ（機関）が互いに協力し合い、少年の立ち直りを
支えています。

ノウハウの共有

　児童・生徒向けの、分かりやすい教材
もご用意しています。

　講演や研修会等の講師として、積極的
に職員を派遣しています。

見学できます！少年鑑別所のことをお伝え
しているので、是非問い合わせてください。

　少年鑑別所の業務・役割、非行・青少年の問題、少年事件の手続の流れなど、
様々な内容について、出前授業や研修、講演を行っています。
※また、地域を始め様々な方に、少年鑑別所の中を見学いただいています。

相談・助言

相談専用電話

　本人だけでなく、家族や学校の先生からの相談にも応じています。また、
心理検査や適性検査等を行っています。一人で悩まず、まずはお電話で、
お気軽にご相談ください。

　矯正展や参観（見学）などで、簡単な
心理（性格）検査の体験ができます。
　自分の性格を知ってみませんか？

　夜遊びや喫煙等の不良行為や非行の問題、家庭のしつけでの悩み、職場・学校など
でのトラブル、友人との関係など、様々な相談に応じます。

鑑別の流れ

これまでの生活や非行の動機等に
ついて話し合い、非行の背景や少年
の心情・考え方の特徴を理解します。

　知能検査・性格検査等を実施し、
少年の内面特徴を明らかにします。
　知能検査・性格検査等を実施し、
少年の内面特徴を明らかにします。

　普段の生活ぶりや課題の取組方
などを観察し、意欲・生活態度・対人
関係の持ち方などをとらえます。

　普段の生活ぶりや課題の取組方
などを観察し、意欲・生活態度・対人
関係の持ち方などをとらえます。
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再犯防止施策の動向

再犯防止を取り巻く現状

104,774 100,601 93,967 

110,229 
105,493

98,640

48.7% 48.8% 48.8% 49.1%
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50,000

100,000
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刑法犯検挙者数及び再犯者率の推移

再犯者数 初犯者数 再犯者率

1,501 1,189 

2,470 

1,749

16.1%

17.3%
16.9%

0%

5%

10%

15%

20%

H29 R1

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

出所受刑者の２年以内再入者数及び２年以内再入率

仮釈放 満期釈放 ２年以内再入率

近年、刑法犯検挙人員は減少傾向にあり、再犯者
の人員も減少していますが、それを上回るペースで
初犯者の人員が減少しているため、再犯者率は５割
程度を推移しており、R３年度は微減しました。

（出所受刑者数） （22,909） （18,923）（21,998） （21,032） （19,953）

　出所受刑者の２年以内再入者数及び再入率につい
ては、年々減少しており、「再犯防止に向けた総合対
策」及び「再犯防止推進計画加速化プラン」において設
定された数値目標を達成しました。

このグラフは、昭和２３年から平成１８年までの間に刑が確定した者

から１００万人を無作為に抽出し、犯罪傾向等の調査分析を行った結

果を示したものです。

分析結果を犯罪者数（左側の円グラフ）で見ると、初犯者が約７１％

であるのに対して、再犯者は約２９％となっています。

一方、これをそれぞれが起こした事件数（右側の円グラフ）で見る

と、初犯者による事件は約４２％であるのに対して、再犯者による事

件は約５８％となっています。

これは、約３割の再犯者により、約６割の犯罪が行われているという

事実を示しており、再犯者対策は、安全・安心な社会づくりのための

政府全体における喫緊の課題となりました。

犯罪者数 事件数

再犯
約２９％

再犯
約５８％

初犯
約７１％

初犯
約４２％

(平成１９年版犯罪白書）

約３割の再犯者により約６割の犯罪が行われている

【数値目標】 出所後２年以内に刑務所に再入所する者等の割合を令和３年までに２０％以上減少 （目標値：１６％以下）

【数値目標】 令和２年までに出所者等を雇用する協力雇用主の数を３倍にする （目標値：１５００）

令和２年までに帰るべき場所がないまま刑務所を出所する者の数を３０％減少させる （目標値：４４５０人以下）

平成２８年１２月 「再犯の防止等の推進に関する法律」 公布・施行

平成２９年１２月 「再犯防止推進計画」 閣議決定（令和４年度で終了）

令和 ５年３月 「第二次再犯防止推進計画」閣議決定

　・個々の対象者の主体性を尊重し、それぞれが抱える課題に応じた「息の長い」支援を実現すること
　・相談拠点及び民間協力者を含めた地域の支援連携（ネットワーク）拠点を構築すること
　・地方公共団体の主体的かつ積極的な取組を推進するとともに、国・地方公共団体・民間協力者等の連携を更に強固にすること

４0%

92,915

89,667

90,009

85,032

R３R１

2,348 
2,114 

1,936 

1,364 1,282 1,114

H28 H30 R2

15.7% 15.1%

48.6%

1 警察庁の統計による。
2 「再犯者」は、刑法犯により検挙された者のうち、前に道路交通法違反を除く
 犯罪により検挙されたことがあり、再び検挙された者をいう。
3 「再犯者率」は、刑法犯検挙人員に占める再犯者の人数の比率をいう。

1 法務省調査による。
2 前刑出所後の犯罪により再入所した者で、かつ、前刑出所事由が満期釈放又は
 仮釈放の者を計上している。
3 「２年以内再入者数」は、各年の出所受刑者のうち、出所年を１年目として、
 ２年目（翌年）の年末までに再入所した者の人員をいう。

平成２４年７月 「再犯防止に向けた総合対策」 犯罪対策閣僚会議決定

平成２６年１２月 「宣言：犯罪に戻らない・戻さない」犯罪対策閣僚会議決定

・地方公共団体においても、再犯の防止等に関する施策を実施する責務が明記された（第４条）
・都道府県及び市町村に対して、地方再犯防止推進計画を策定する努力義務が課された（第８条）

・満期釈放者対策の充実強化、地方公共団体との連携強化、民間協力者の活動の推進を実施

（基本的方向性）
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令和元年の入所受刑者（再入者数）：17,464人（10,187人）

◆　平成２４年７月２０日、犯罪対策閣僚会議において、「再犯防止に向けた総合対策」が決定されました。
◆　本総合対策は、政府による刑務所出所者等の再犯防止に向けた総合対策であり、策定後１０年間の取組における数値目標として、
「刑務所出所後２年以内に再び刑務所に入所する者等の割合を今後１０年間で２０％以上削減する」ことが掲げられています。

再犯防止に向けた総合対策

再犯防止推進計画

再犯防止推進計画加速化プラン

再犯の実情と課題 平成19年版犯罪白書では、「約３割の再犯者が約６割の犯罪をじゃっ起」

再犯防止のための重点施策

再入者のうち
15.9％　が高齢入所受刑者※

※入所時点で65歳以上の者
（令和元年矯正統計年報）

出所受刑者の２年以内再入率（再入者数）
基準値※：20％
平成30年：16.1％（3,396人）

※平成18～22年の出所受刑者の２年以内再入率の平均値
（令和２年版　再犯防止推進白書）

前刑出所事由別再入率（再入者数）
満期釈放等：24.2％（2,114人）
仮釈放等：10.4％（1,282人）

（令和２年版　再犯防止推進白書）

再入者の居住状況
21.4％　が住居不定
（令和元年矯正統計年報）

再入者の就労状況
71％　が無職者
（令和元年矯正統計年報）

▶　少年・若年者・初入者
▶　高齢者・障害者
▶　女性
▶　薬物依存者
▶　性犯罪者
▶　再犯リスクの高い対象者

対象者の特性に応じた
指導及び支援の強化

※各データは、近年発表された最新の数字を掲載している。

▶　住居の確保
▶　就労の確保
▶　社会貢献活動
▶　犯罪被害者の視点を
　　取り入れた指導等
▶　満期釈放者等に対する支援

社会における「居場所」と
「出番」の創出

▶　総合的な調査研究の実施
▶　情報連携体制の構築
▶　既存の制度にとらわれない
　　新たな施策の検討

再犯の実態や対策の
効果等の調査・分析等

広く国民に理解され、
支えられた社会復帰の実現

▶　啓発事業等
▶　刑事司法分野に関する法教育
▶　保護司制度の基盤整備と
　　充実強化
▶　弁護士及び日本弁護士連合
　　会等との連携
▶　民間資源の参画による支援策

◆ 国民が犯罪による被害を受けることを防止し、安全で安心して暮らせる社会の実現を図るため、平成29年12月に策定され、今
後５年間で政府が取り組む再犯防止に関する施策を盛り込んだ初めての計画

◆　重点分野
　　① 就労・住居の確保 ② 保健医療・福祉サービスの利用の促進 ③ 学校等と連携した修学支援
　　④ 特性に応じた効果的な指導 ⑤ 民間協力者の活動促進、広報・啓発活動の推進
　　⑥ 地方公共団体との連携強化 ⑦ 民間機関の人的・物的体制の整備

◆ 「再犯防止推進計画」（平成29年12月閣議決定、計画期間：平成30年度～令和４年度）に基づき政府一体となって実施してい
る再犯防止施策に関して、より重点的に取り組むべき３つの課題に対応した各種取組を加速化させるもの。

１　満期釈放者対策の充実強化
【成果目標】
　令和４年までに、満期釈放者の２年以内再入者数を２割以上減少

※2,726人（直近5年間の平均）
→2,000人以下に減少

【成果目標の達成に向けた主な具体的取組】
○出所後の帰住先の確保を始めとした生活環境の調整の充実強化と仮
釈放の積極的な運用

○満期釈放者に対する受け皿や相談支援等の充実

２　地方公共団体との連携強化の推進
【成果目標】
　令和３年度末までに、100以上の地方公共団体で地方計画が策定さ
れるよう支援　※策定団体数：22団体（R1.10.1現在）
【成果目標の達成に向けた主な具体的取組】
〇地方公共団体に対する各種統計や好事例等の提供
〇地方公共団体における実施体制の構築のための必要な支援

３　民間協力者の活動の促進
【主な具体的取組】
〇保護司等民間協力者に対する継続的支援の充実強化
〇民間資金等を活用した再犯防止活動の促進

コレワーク
◆ 近年の保護統計年報の累計によれば、保護観察終了時の無職者の再犯率は、有職者の再犯率の約３倍高い結果となっており、仕
事がないことが再犯に大きく影響しているといえます。

◆ このような事情を踏まえると、受刑者や少年院在院者の就労を支援し、出所・出院後の就労を確保した状態で社会復帰させること
が、再犯率を低下させ、犯罪被害の減少につながり、安心して暮らせる社会の実現に寄与すると考えることができます。

◆ コレワーク中国は、受刑者や少年院在院者の就労を支援し、円滑な社会復帰につなげるため、受刑者等の雇用を考える事業主の
方に向けた各種サービスを行っています。

◆ コレワーク中国
所 在 地：７３０－００１２　広島市中区上八丁堀６－３０　広島合同庁舎４号館８階

　　　電話番号：０１２０－２９－５０８９（つなぐコレワーク）
　　　Ｅメール：corrework-chugoku@i.moj.go.jp
　　　受付時間：平日　10：00～17：00　ご相談は、電話・メールでも受け付けております。

雇用情報提供サービス

採用手続支援サービス

就労支援相談窓口サービス

● 事業主の方の求人ニーズにマッチする者を収容する刑事施設・少年院の情報を紹介

● 事業主の方の矯正施設での採用手続を幅広くサポート

● 事業主の方に各種支援制度、矯正施設見学会、矯正展、職業訓練見学会等の案内

事業主の方 コレワーク

事業主の方

矯正施設見学会 職業訓練見学会 コレワークイメージキャラクター「コレまる」

コレワーク

面接日程や履歴書
などの必要書類の
提出をどうしようか
な？

ご都合の良い面接日をご教示
ください。矯正施設と調整致
します。
必要書類は、コレワークが矯
正施設から受領し、事業主様
に送らせていただきます。

受刑者や少年院在院者雇用を考
える事業主の方向けに、各種支
援制度や手続きなどを紹介する
雇用支援セミナーや、受刑者等
の雇用経験が豊富なアドバイザ
ーに対して、悩みなどを相談でき
る個別相談会も案内しています。

内訳

①〇〇県で働ける〇〇免許を持つ人を雇用したい。 

②その条件に合いそうな人が〇〇刑務所にいます。
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そうだったのか  矯正施設（Ｑ＆Ａ）
Q

A

刑務所などには、どれくらいの人が収容されているのですか。

Q

A

Q

A

令和３年末現在で、全国の刑事施設に入っている人は、４４,５４５人、少年院は１,３８９人、少年鑑別
所は２５４人。合計すると４６,１８８人です。マツダスタジアムが３万３千人収容できることから、マツダスタジア
ム約１.４倍の人員規模になります。

収容されている人の数は増えているのですか。

Q

A

　矯正施設に勤務している医師の欠員が続き、受刑者等への適切な医療の提供に苦慮しているという問題
を抱えています。
　また、受刑者等の高齢化により、治療などの医療措置が必要な受刑者等が増えているほか、摂食障害、妊
産婦など特殊な対応が求められることもあるため、医師の欠員は早急に解消しなければならず、そのため
の各種取組みを積極的に行っております。

刑務所などの中を見てみたいのですが、可能でしょうか。
　刑務所などでは、多くの方々に施設を知ってもらえるよう、定期的に地域の方々を対象にした見学会を行って
います。また、例えば、大学のゼミなどで、刑務所について勉強したいということであれば、直接、施設の庶務課へお
問い合わせいただければ、日程等の調整を行っています。

Q

A

「矯正展」ってなんですか。

Q

A

　地域社会に対して理解が得られるよう、受刑者が手掛けた作業製品の販売、矯正施設の取組などの紹介を
行う「広報展」です。年に１回程度、地域にある刑務所が主催して行っていますので、ぜひ一度、足を運んでみてくだ
さい。

矯正に関する情報を、もっと色々知りたいのですが。
　法務省のホームページにアクセスしてみてください。矯正に関する情報が掲載されています。　　　　
　　（http://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei_index.html）
キャピック製品（刑務作業製品）のホームページもあります。（http://www.e-capic.com/）

Q

A

　被収容者の数は、社会情勢や経済情勢の動向とも関係すると言われており、年代によって増加、減少を繰り返し
ていますが、年末の人員で見ると、近年の刑事施設のピークは、Ｈ１８年の８１，２５５人です。それ以降は減少傾向
にあります。少年院のピークはＨ１２年の５，０４４人、少年鑑別所はＨ１３年の１，３６９人であり、いずれも減少傾向に
あります。

刑務所や少年院には、どのような罪を犯した人たちが入っているのですか。

Q

A

　令和３年の入所受刑者について見ると、男性、女性ともに、最も多いのが「窃盗」、「覚せい剤」の順で、男性で

は全体の約６割、女性では約８割を占めています。

　  令和３年の少年院入院者について見ると、男性では、最も多いのが「窃盗」、「傷害・暴行」の順で、　全体の

約４割を占め、女性では、最も多いのが「窃盗」、「覚せい剤」の順で、　全体の約４割を占めます。

刑務所などに入っている人の傾向について、もう少し詳しく知りたいのですが。
　　毎年、法務総合研究所が発刊している「犯罪白書」が参考になります。
　なお、法務省のホームページには、犯罪白書のほか、矯正統計（刑事施設に関する統計）、少年矯正統計（少年院・少年鑑別所
に関する統計）が掲載されています。
犯罪白書（http://www.moj.go.jp/housouken/houso_hakusho2.html）
矯正統計（http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_kousei.html）
少年矯正統計（http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_shonen-kyosei.html）

Q

A

刑務所などの食事はどのように提供されているのですか。

　受刑者など矯正施設の中に入っている人たちの生命・健康を保つために、必要な食事の提供は国の責務と

なります。支給される食事は、性別、年齢、作業内容、体格等を考慮して栄養量等が定められており、健康を保つ

ために必要なバランスのとれた食事を支給しています。刑事施設では、主として受刑者が調理しています。

刑務所などでは今どのようなことが問題になっているのですか。

刑務官

矯正施設を支えるマンパワー

刑務官は、刑務所や拘置所などの刑事施設に勤務します。受刑者の処遇
に携わる部署の刑務官は、受刑者が働く工場等で、作業の監督や生活指導
を担当します。夜間勤務を担当する刑務官は、夜間も受刑者一人一人が安
心して、落ち着いて生活できるよう受刑者の居室を巡回し、刑務所内の治
安の確保に努めています。

法務技官（医師等）

法務技官（医師等）は、刑務所などの矯正施設で勤務し、受刑者等の診
察・治療、疾病の予防・健康管理を行います。受刑者等を改善更生させる
ための矯正処遇を効果的なものとするためには、受刑者等の心身の健康
を図ることが必要不可欠です。医師のほか、看護師や薬剤師などの医療ス
タッフが矯正処遇の重要な役割を担っています。
　また、高齢受刑者等の介護・福祉的支援を必要とする者の増加に対応
するため、社会福祉士や精神保健福祉士、介護福祉士の資格を有する法務
技官（福祉専門官）を採用しているほか、出所時の就労の確保のため、就労
支援を専門的に行う法務技官（就労支援専門官）も採用しており、社会情
勢の変化を踏まえ、受刑者等の改善更生及び円滑な社会復帰のため、多種
多様な職員が勤務しています。

法務教官

法務教官は、少年院や少年鑑別所のほか、刑事施設に勤務します。少年
院や刑事施設で勤務する法務教官は、在院者や受刑者の改善更生のため
の指導や教科などを担当します。また、少年鑑別所に勤務する法務教官は、
在所者の心情の安定を図る働き掛けを行うとともに、面接や行動観察を行
い、法務技官（心理）と協力して、少年の問題性や改善の可能性を探ります。

法務技官（心理）

法務技官（心理）は、少年鑑別所のほか、刑事施設や少年院に勤務します。
主に、心理学の専門性を活かし、面接や各種心理検査等により非行・犯罪に
至った原因や今後の立ち直りに向けた処遇指針を明らかにしたり、処遇プロ
グラムを実施・検証するなどし、少年や受刑者の改善更生に携わっています。

法務技官（作業専門官）

法務技官（作業専門官）は、刑務所などの刑事施設で勤務します。受刑者に
対する作業教育、職業訓練の指導並びに作業の安全衛生及び企画等の業務
に従事します。作業は受刑者に規則正しい勤労生活を送らせることにより、
その心身の健康を維持し、勤労精神を養うとともに、職業的知識及び技能を
付与することにより円滑な社会復帰を促進することを目的としています。

減少を繰り返してい
それ以降は減少傾向にありま
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そうだったのか 矯正施設（Ｑ＆Ａ）
Q

A

刑務所などには、どれくらいの人が収容されているのですか。
　令和元年末現在で、全国の刑事施設に入っている人は、48,429人、少年院は1,670人、
少年鑑別所は339人。合計すると50,438人です。マツダスタジアムが３万３千人収容でき
ることから、マツダスタジアム約1.5倍の人員規模になります。

Q

A

刑務所などでは今どのようなことが問題になっているのですか。
　矯正施設に勤務している医師の欠員が続き、受刑者等への適切な医療の提供に苦慮しているという問題を
抱えています。
また、受刑者等の高齢化により、治療などの医療措置が必要な受刑者等が増えているほか、摂食障害、妊産
婦など特殊な対応が求められることもあるため、医師の欠員は早急に解消しなければならず、そのための各
種取組みを積極的に行っております。

Q

A

収容されている人の数は増えているのですか。
　被収容者の数は、社会情勢や経済情勢の動向とも関係すると言われており、年代によって増加、減少を繰り返してい
ますが、年末の人員で見ると、近年の刑事施設のピークは、Ｈ１８年の８１，２５５人です。それ以降は減少傾向にありま
す。少年院のピークはＨ１２年の５，０４４人、少年鑑別所はＨ１３年の１，３６９人であり、いずれも減少傾向にあります。

Q

A

刑務所などの中を見てみたいのですが、可能でしょうか。
　刑務所などでは、多くの方々に施設を知ってもらえるよう、定期的に地域の方々を対象にした見学
会を行っています。また、例えば、大学のゼミなどで、刑務所について勉強したいということであれば、
直接、施設の庶務課へお問い合わせいただければ、日程等の調整を行っています。

Q

A

「矯正展」ってなんですか。
　地域社会に対して理解が得られるよう、受刑者が手掛けた作業製品の販売、矯正施設の取組などの
紹介を行う「広報展」です。年に１回程度、地域にある刑務所が主催して行っていますので、ぜひ一度、
足を運んでみてください。

Q

A

矯正に関する情報を、もっと色々知りたいのですが。
　法務省のホームページにアクセスしてみてください。矯正に関する情報が掲載されています。
（http://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei_index.html）
キャピック製品（刑務作業製品）のホームページもあります。（http://www.e-capic.com/）

Q

A

刑務所や少年院には、どのような罪を犯した人たちが入っているのですか。
　令和元年の入所受刑者について見ると、男性、女性ともに、最も多いのが「窃盗」、「覚せい剤」の順で、男性で
は全体の約６割、女性では約８割を占めています。
　令和元年の少年院入院者について見ると、男性では、最も多いのが「窃盗」、「傷害・暴行」の順で、全体の約５割
を占め、女性では最も多いのが「窃盗」、「覚せい剤」の順で、全体の約４割を占めます。

Q

A

刑務所などに入っている人の傾向について、もう少し詳しく知りたいのですが。
　毎年、法務総合研究所が発刊している「犯罪白書」が参考になります。
　なお、法務省のホームページには、犯罪白書のほか、矯正統計（刑事施設に関する統計）、少年矯正統計（少年院・少年鑑別
所に関する統計）が掲載されています。
犯罪白書（http://www.moj.go.jp/housouken/houso_hakusho2.html）
矯正統計（http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_kousei.html）
少年矯正統計（http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_shonen-kyosei.html）

Q

A

刑務所などの食事はどのように提供されているのですか。
　受刑者など矯正施設の中に入っている人たちの生命・健康を保つために、必要な食事の提供は国の
責務となります。支給される食事は、性別、年齢、作業内容、体格等を考慮して栄養量等が定められて
おり、健康を保つために必要なバランスのとれた食事を支給しています。刑事施設では、主として受
刑者が調理しています。

刑務官

矯正施設を支えるマンパワー

　刑務官は、刑務所や拘置所などの刑事施設に勤務します。受刑者の処遇
に携わる部署の刑務官は、受刑者が働く工場等で、作業の監督や生活指導
を担当します。夜間勤務を担当する刑務官は、夜間も受刑者一人一人が安
心して、落ち着いて生活できるよう受刑者の居室を巡回し、刑務所内の治
安の確保に努めています。

法務技官（医師等）

　法務技官（医師等）は、刑務所などの矯正施設で勤務し、受刑者等の診
察・治療、疾病の予防・健康管理を行います。受刑者等を改善更生させる
ための矯正処遇を効果的なものとするためには、受刑者等の心身の健康
を図ることが必要不可欠です。医師のほか、看護師や薬剤師などの医療ス
タッフが矯正処遇の重要な役割を担っています。
　また、高齢受刑者等の介護・福祉的支援を必要とする者の増加に対応
するため、社会福祉士や精神保健福祉士、介護福祉士の資格を有する法務
技官（福祉専門官）を採用しているほか、出所時の就労の確保のため、就労
支援を専門的に行う法務技官（就労支援専門官）も採用しており、社会情
勢の変化を踏まえ、受刑者等の改善更生及び円滑な社会復帰のため、多種
多様な職員が勤務しています。

法務教官

　法務教官は、少年院や少年鑑別所のほか、刑事施設に勤務します。少年
院や刑事施設で勤務する法務教官は、在院者や受刑者の改善更生のため
の指導や教科などを担当します。また、少年鑑別所に勤務する法務教官は、
在所者の心情の安定を図る働き掛けを行うとともに、面接や行動観察を行
い、法務技官（心理）と協力して、少年の問題性や改善の可能性を探ります。

法務技官（心理）

　法務技官（心理）は、少年鑑別所のほか、刑事施設や少年院に勤務します。
主に、心理学の専門性を活かし、面接や各種心理検査等により非行・犯罪に
至った原因や今後の立ち直りに向けた処遇指針を明らかにしたり、処遇プロ
グラムを実施・検証するなどし、少年や受刑者の改善更生に携わっています。

法務技官（作業専門官）

　法務技官（作業専門官）は、刑務所などの刑事施設で勤務します。受刑者に
対する作業教育、職業訓練の指導並びに作業の安全衛生及び企画等の業務
に従事します。作業は受刑者に規則正しい勤労生活を送らせることにより、
その心身の健康を維持し、勤労精神を養うとともに、職業的知識及び技能を
付与することにより円滑な社会復帰を促進することを目的としています。



法務省 広島矯正管区

地域社会とともに開かれた矯正へ

〒７３０－００１２
広島県広島市中区上八丁堀６の３０
広島合同庁舎４号館８階
電話０８２（２２３）８１６１（代表　総務課庶務係）

矯正施設のしおり
●刑務所  ●拘置所  ●少年院  ●少年鑑別所

の仕組みと役割

令和3年

矯正施設を支えるマンパワー
　弁護士、医師、地方公共団体の職員、地域住民などの
方々に協力いただいています。

矯正施設を支える地域のチカラ

篤志面接委員

　篤志面接委員は、刑事施設や少年院に収容されている人たちの立ち直りを支援していただく、法
務省から委嘱された民間のボランティアです。面接指導として、家庭、就職、帰住先、法律などでの悩
みに対する助言・相談を行ったり、俳句、絵画、音楽等の教養を高める指導を行います。

教誨師

　教誨師は、矯正施設に収容されている人たちに対して宗教教誨を行う民間の篤志宗教家です。受
刑者等からの希望に応じて、個人教誨や集団教誨を行い、信教の自由を保障しつつ、精神的安定を図
り、改善更生と社会復帰に寄与しています。

視察委員会

刑事施設視察委員会は、人格識見が高く、かつ刑事施設の運営の改善向上に熱意を有する方の中から法務大臣が任命
する１０人以内の委員で組織されています。

少年院視察委員会及び少年鑑別所視察委員会は人格が高潔であって、少年の健全な育成に関する見識を有し、かつ、少年
院又は少年鑑別所の運営の改善向上に熱意を有する方のうちから法務大臣が任命する７人以内の委員で組織されています。

改善更生を支える非常勤職員

① 部外教科指導員（教員免許を有する方）
教科の指導

② 処遇カウンセラー（臨床心理士の資格を有するなど心理学に係る専門性を有する方）
薬物依存離脱指導等のグループワーク指導、カウンセリング

③ 就労支援スタッフ（キャリア・コンサルティング技能士等の資格を有する方）
キャリアコンサルティング、ハローワークとの調整

④ 精神保健福祉士・社会福祉士
出所後、福祉や医療による支援が必要な者に対する、相談・助言や関係機関との調整

⑤ 介護専門スタッフ（介護福祉士等）

その他にも、多くの方々や団体に少年・受刑者の更生のためにご協力をいただいています。

施設とともに




